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安全運転講習会

東日本大震災を振り返って～
松山ボランティア活動連絡協議会移動研修会

世代間交流事業開催報告

古　川

松　山

鳴　子

第33回　金婚夫婦祝賀会三本木
　去る11月21日、三本木公民館において金婚式を迎えられたご夫婦をお祝いする
記念行事「第33回金婚夫婦祝賀会」を開催致し
ました。
　11組の金婚夫婦と来賓の
方々、各団体長や区長及び民
生委員総勢56名のご参加を
いただき、華やかな宴席となり
ました。

　
◆
寄
附
金

　
あ
た
た
か
い
善
意
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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◆
物
品
寄
附

　毎年交通事故ゼロを目指し、事業運営に取り組んでおりますが、今年は冬場を
前に交通事故発生の要因や事故防止のワンポイントアドバイスを古川警察署交通
課交通指導係の若松貢係長を講師に招いて実施しました。
　研修を踏まえまして、今後も職員の更なる安全運転の徹底と意識向上を図って
参ります。

　11月18日㈫、松山ボランティア活動連絡協
議会が東松島方面へ移動研修会を開催し、
加盟団体の会員25名が参加しました。
　当日は、現地のガイドボランティアによるご
案内のもと、被災者でもあるボランティアの方
自身の体験談等も交えながら、旧野蒜小学
校や仙石線野蒜駅など市内各所を回り、震
災当時と現在の状況などをお話しいただきました。
　また、東松島市の復興のシンボルとなっているソック
モンキー『おのくん』を制作している小野駅前仮設住宅
に立ち寄り、たくさんの参加者が復興支援の気持ちか
ら、『おのくん』の“里親”になったようです。（おのくんを
購入して帰ることを「里親になる」と言うそうです。）

　平成26年12月6日㈯、世代間交流事業第2回目を鳴子スポーツセンターを会場
に開催いたしました。クリスマス会も兼ねての交流会に総勢145名の参加を頂きま
した。
　高齢者や次世代を担う若い世代、障がい者、子供等とのコミュニケーションを
図ることを目的とした事業は、鳴子地区民生委員、鳴子温泉ボランティアグループ
連絡協議会の協力のもと、盛大に終える事が出来ました。また、レクリエーション
では汗をかき、絆の輪を広げ、美味しいカレーライスにおかわり続出、なるっこ
ちゃんサンタからのクリスマスプレゼントに参加者全員大喜びでした。

クリスマス交流会・楽しかったよ〜 なるっこちゃんサンタさん・ありがとうー

世代間交流事業（しめ縄つくり）田　尻
　11月28日㈮、田尻保健センターに於いて、第5回目となる「しめ縄つくり」が行
われました。田尻幼稚園の園児と地域住民で70名以上の参加があり、伝統文化
を伝える大先輩方も大忙しでした。
　園児達は小さい手で一生懸命にしめ縄を作り「楽しかった。おうちに飾るの」
と瞳を輝かせていました。

【連絡先】 社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　  職員厚生課

職　　種

勤 務 地

保健師・看護職員・介護職員・
ケアマネジャー・ホームヘルパー

〒989-6154 宮城県大崎市古川三日町二丁目5-1（大崎市古川保健福祉プラザ 3階）

◆

◆

福祉の職場で働きたい方を
募集しています。
お気軽にお問い合わせ下さい。職員募集

☎ 0229-21-0550

•保 健 師……保健師資格
•看護職員……看護師資格
　　　　　　　（看護師・准看護師）
•介護職員……特になし
•ケアマネジャー……介護支援専門員資格
•ホームヘルパー……ホームヘルパー2級以上

詳細については、当会給与規程に基づき決定いたします。
パートタイムでの勤務可
※勤務時間等、相談に応じます。

不　問
電話連絡の上、履歴書・資格証（写し）を送付ください。

応募条件

待　　遇

年齢／性別
応　　募

◆

◆

◆
◆

※なお、勤務地については相談により決定いたします。

•地域包括支援センター（大崎市／古川・岩出山・田尻）
　※保健師
•特別養護老人ホーム 敬風園（大崎市鹿島台）
•特別養護老人ホーム 楽々楽館（大崎市古川）
•短期入所生活介護施設 楽々楽館（大崎市古川）
•通所介護事業所（デイサービスセンター）
　（大崎市／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子地域）
•訪問介護事業所等（大崎市／古川・松山・鹿島台・
　岩出山・鳴子・田尻地域）
•生活介護事業所（大崎市鹿島台）
•共同生活援助事業所（大崎市／古川・鹿島台地域）
•居宅介護支援事業所
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　「
右
手
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教
え
て
く
れ
た
事
〜
三
つ
の
福
祉
の
心
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
崎
市
立
古
川
第
五
小
学
校
　
四
年
　
御
　
澤
　
音
　
巴

　
私
の
右
手
は
生
ま
れ
つ
き
不
自
由
で
す
。
く
つ
ひ
も
を
結
ん
だ
り
、
名
札
を
付
け

た
り
外
し
た
り
す
る
事
も
、
自
分
一
人
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
握
力
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
細
か
い
動
作
が
で
き
な
い
の
で
す
。
両
手
を
使
う
動
作
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
時
が
と
て
も
困
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
と
な
く
、
い
つ
も
は
ず
か
し
く
て
、
右

手
を
か
く
し
た
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
右
手
が
思
っ
た
よ
う
に
、
使
え
な

い
事
で
自
信
が
持
て
な
く
て
、
引
っ
込
み
思
案
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
私
は
自
分
の
右
手
を
長
い
時
間
ず
っ
と
見
て
、
考
え
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
は
っ

と
し
ま
し
た
。
私
の
右
手
は
あ
ま
り
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
け
れ
ど
、
し
か
し
、
こ
の

右
手
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
事
が
あ
る
と
気
が
つ
い
た
か
ら
で
す
。

　
教
え
て
も
ら
っ
た
事
。
そ
れ
は
、
三
つ
の
福
祉
の
心
で
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
あ
き
ら
め
な
い
で
や
り
通
す
心
。
み
ん
な
と
同
じ
や
り
方
で
は
、
出

来
な
い
私
で
す
が
、
工
夫
す
れ
ば
、
出
来
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
三
年
生
の

時
の
事
で
す
。
担
任
の
守
先
生
が
、
な
わ
と
び
が
出
来
な
い
私
の
た
め
に
、
な
わ
と
び

の
右
手
の
持
ち
手
の
部
分
に
取
手
を
付
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
握
力
が
な
く
て
、
な
わ

と
び
が
持
て
な
い
私
の
た
め
に
、
先
生
が
工
夫
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

な
わ
と
び
が
と
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
な
わ
と
び
は
私
に
は
、
出
来
な
い
と
あ

き
ら
め
て
い
た
の
で
、
と
べ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
な
わ
と
び

の
事
で
工
夫
す
れ
ば
、
私
に
も
出
来
る
事
、
あ
き
ら
め
な
い
で
や
り
通
す
福
祉
の
心

を
学
び
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
助
け
合
い
の
心
で
す
。
一
学
期
の
給
食
の
時
間
に
、
ふ
く
ろ
入
り
の
パ

ン
が
出
ま
し
た
。
私
は
、
ふ
く
ろ
を
開
け
ら
れ
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
ク
ラ
ス

の
そ
ら
君
が
、
開
け
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
一
人
で
は
出
来
な
い
事
で
も
、
先
生
や
お

友
達
が
私
を
助
け
て
く
れ
た
り
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で
い
つ
も
感
し
ゃ
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
に
こ
う
し
て
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
と
助
け
合
い
の
福
祉
の
心
も
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
あ
り
が
と
う
。
と
言
え
る
感
し
ゃ
の
心
で
す
。
そ
ら
君
が
パ
ン
の
ふ
く

ろ
を
開
け
て
く
れ
た
時
、
あ
り
が
と
う
。
と
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
で
は
思
っ
て
い

る
の
に
、
少
し
は
ず
か
し
く
て
、
相
手
に
、
あ
り
が
と
う
。
が
言
え
な
い
時
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
は
私
の
右
手
が
私
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。「
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、

手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
ら
、
あ
り
が
と
う
。
と
言
お
う

ね
。」
と
。

　
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
先
生
や
お
友
達
に
助
け
て
も

ら
っ
た
り
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
時
は
、
あ
り
が
と
う
。
と
笑
顔
で
言

え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
心
で
思
っ
て

い
る
感
し
ゃ
の
気
持
ち
や
、
あ
り
が
と
う
。
と
言
葉

で
伝
え
る
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
私

の
右
手
な
の
で
す
。
だ
か
ら
私
の
右
手
は
決
し
て
何

も
出
来
な
い
右
手
な
ん
か
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
す
。

私
の
右
手
は
私
に
、
三
つ
の
福
祉
の
心
を
教
え
て
く

れ
た
の
で
す
。
私
の
右
手
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

※
中
学
生
の
部
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
に
掲
載
致
し
ま
す
。

【
福
祉
作
文
の
部
】
小
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞

〈
敬
称
略
〉

平
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赤
い
羽
根
チ
ャ
イ
ル
ド
大
使
芸
術
祭

主
催
：
社
会
福
祉
法
人 

宮
城
県
共
同
募
金
会

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〈
敬
称
略
〉

◆
福
祉
書
道
の
部
〔
小
学
生
低
学
年
の
部
〕

◇
最
優
秀
賞

　

大
崎
市
立
古
川
第
二
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

蓬
田　

莉
央  

　
　
　
　
〔
小
学
生
高
学
年
の
部
〕

◇
最
優
秀
賞

　

大
崎
市
立
古
川
第
一
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

佐
々
木　

莉
乃  

　
　
　
　
〔
中
学
生
の
部
〕

◇
最
優
秀
賞

　

古
川
学
園
中
学
校　
　
　

二
年　

千
葉　

爽
楓

◆
福
祉
ポ
ス
タ
ー
の
部
〔
小
学
生
の
部
〕

◇
最
優
秀
賞

　

大
崎
市
立
古
川
第
一
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
年　

多
田　

彩
乃  

　
　
　
　
　
　
〔
中
学
生
の
部
〕

◇
最
優
秀
賞

　

大
崎
市
立
鳴
子
中
学
校　
　

二
年　

湯
山　

花
乃  

◆
福
祉
標
語
の
部
〔
小
学
生
の
部
〕

◇
最
優
秀
賞

　

大
崎
市
立
川
渡
小
学
校　

三
年　

北
浦　

陽
花  

　
　
　
　
〔
中
学
生
の
部
〕

◇
最
優
秀
賞

　

大
崎
市
立
松
山
中
学
校　

二
年　

髙
橋　
　

凜  

◆
書
道
の
部
〔
小
学
生
高
学
年
の
部
〕

◇
宮
城
県
知
事
賞

　

大
崎
市
立
古
川
第
一
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
年　

佐
々
木　

莉
乃

  

　
　
　
　
中
学
生
の
部
〕

◇
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
賞

　

宮
城
県
立
古
川
黎
明
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

髙
橋　
　

葵  

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部
〔
小
学
生
の
部
〕

◇
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
賞

　

大
崎
市
立
岩
出
山
小
学
校　

六
年　

阿
部　

理
玖  

　◇
標
語
の
部
〔
小
学
生
の
部
〕

　

大
崎
市
立
古
川
第
一
小
学
校　

五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

萌
楓  

　
　
「
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
広
が
る
笑
顔
　
地
域
の
和
」

　
「
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
そ
え
て
く
れ
る
手

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
た
か
い
」

　
「
支
え
合
い

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
ふ
や
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
の
輪
」

岩出山ボランティア友の会 様


